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看護学生の考える「適切ではないと感じた看護師のみだしなみ」について、看護学生 28 名に自由記述方式で調査

を行った。得られたデータは階層的クラスター分析を行った結果、5 クラスターに分類された。クラスターの意味

は《見た目の印象》、《清潔感》、《怖い》、《逸脱》、《不潔》であった。《清潔感》《不潔》は清潔の観点から、《見た

目の印象》《怖い》、《逸脱》については、適切な対人関係を形成する上で障壁となり得る。看護学生の看護師のみ

だしなみについての評価は、看護を学んでいない人々よりも肯定的に評価されているのではないかと推測される。

心理社会的エビデンス構築の必要性とみだしなみ教育が今後の課題である。 
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１．はじめに 

 
 看護師は対人援助の担い手であり、受け手である患

者あるいは利用者の情動に共感性を有することは、適

切な対人関係を形成する上で必要不可欠である。看護

基礎教育においても、また病院等医療施設の継続教育

においても、コミュニケーションを中心に「接遇」研

修などを行うことによって、看護師患者間の適切な対

人関係形成について向上を図っている。 
 コミュニケーションは言葉や態度、あるいは知識や

教養を身につけ、心理学や社会学などの学術領域から

の知恵を応用することにより、向上していくものであ

ると考える。その中で「みだしなみ」は休養であると

考える。 
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平成 19 年 4 月 16 日付けで「看護基礎教育の充実に

関する検討会」の報告書が公表され[1]、看護基礎教育

の中に看護の基本的技術の一つとしてコミュニケーシ

ョンが位置づけされ、看護技術として心理学や社会学、

その他の学問領域の知見を応用し、看護技術としての

コミュニケーションを磨いていくことが必要であると

考える。 
同時に、みだしなみについては、清潔の観点からナ

ースキャップの是非や手洗い等は調査されているが、

対人関係形成という枠組みでの調査は少ない。看護師

からみた看護学生の茶髪許容度や一般市民からみた看

護師の茶髪許容度については、評価される側の看護師

の許容度は低下しているが、評価する側は年齢が高く

なるにつれて茶髪に否定的であるという報告もあり

[2,3]、看護師が許容されていると感じているみだしな

みが、高齢者にとっては抵抗を覚えるということも考

えられる。 
 清潔感と健康的であることを推奨されるみだしなみ

ではあるが、見た目から受ける印象は非言語的コミュ

ニケーションの重要な要素である。 
しかし、まつ毛エクステンションやカラーコンタク

トレンズ、また国内外のドラマなどから影響を受け、

個々の看護師が多様なみだしなみの基準をそれぞれに

持っていることは、対人援助の担い手であり、受け手

である患者あるいは利用者の情動に共感性を有するこ

とへの障壁になることも懸念される。 
 そこで、清潔の観点にとどまらず心理社会的観点か

ら看護師の適切なみだしなみを検討するために「看護

師に適切でないみだしなみ」を明らかにすることを本

調査のテーマとした。本調査では、看護師と実習を通

じて接する機会を多く持った看護学実習を修了した 3
年次生を対象に「適切ではないと感じたみだしなみ」

について、本調査に同意を得た者に対し自由記述によ

る調査を行った。 

 
２．研究方法 

 
2.1. 研究対象 

対象者には事前に文書と口頭にて調査を依頼した。

対象は A 校および B 校の 3 年過程の 3 年次生 28 名で

あった。 
 

2.2. 実施時期 

 実施時期は平成 29 年 11 月、3 年課程の領域別実習

がほぼ終了した時期とした。 

 

2.3. 調査方法・内容 

 調査は自由記述方式で行った。質問は「適切ではな

いと感じたみだしなみ」についてとし、記述用に A5
用紙を 1 枚配布した。 

2.4. 分析方法 

得られたデータは、記述された文章を excel ファイ

ルに一言一句漏らすことなく記述し、その後、意味が

同じと思われるものは語を統一した。フリーソフト

KH-coder を用いて頻回に出現した語を頻出語として

リスト化し、3 回以上頻出している語でクラスター分

析を行った。 

 
2.5. 倫理的配慮 

大阪信愛女学院短期大学倫理委員会の承認を得た後、

対象者には事前に文書と口頭にて授業時間外の時間に

調査を依頼した。対象学生調査の依頼の説明に同意し

たＡ校 3回生およびＢ校 3年生の計 28 名であった。 

説明は自由意志を損なわないよう留意し、調査票は

無記名で記入し、対象者のプライバシーに配慮した。

説明内容は、①研究目的・意義･研究期間・方法、研究

への参加・協力の自由意志であり、参加の可否が成績

や学業に影響しないことについて、②プライバシーの

保護、個人情報の保護の方法、研究終了後の対応につ

いて、③得られた成果は個人が特定されないことを説

明した。 

本研究は、大阪信愛女学院短期大学倫理審査委員会

の承認と、清恵会医療専門学院長の承認を得た。また、

利益相反に該当する企業、関係団体等はない。 

 

３．結果 

 
総抽出語数は 1,061 語で使用語数は 182 語、出現回

数を 3 回以上の語について階層的クラスター分析を行

い、その結果 5 クラスターに分類された。（表１） 
クラスター1 は〈カラーコンタクト〉〈思う〉〈まつ

毛エクステ〉〈看護〉〈感じる〉〈化粧〉〈患者〉〈多い〉

で、クラスター2 は〈髪の毛〉〈肩〉〈香水〉〈ナース〉

〈清潔〉、クラスター3 は〈見える〉〈怖い〉〈白衣〉   

〈濃い〉〈色〉、クラスター4 は〈金髪〉〈大きい〉、ク

ラスター5 は〈ピアス〉〈マスク〉〈肘〉〈長い〉〈爪〉    

〈人〉〈明るい〉〈髪〉であった。（図１・２） 

共同研究者間で、クラスターから読み取った意味を

検討し、命名した。 

クラスター1 は〈カラーコンタクト〉〈思う〉〈まつ

毛エクステ〉〈看護〉〈感じる〉〈化粧〉〈患者〉〈多い〉

で《見た目の印象》、クラスター2は〈髪の毛〉〈肩〉 

〈香水〉〈ナース〉〈清潔〉で《清潔感》、クラスター

3 は〈見える〉〈怖い〉〈白衣〉〈濃い〉〈色〉で      

《怖い》、クラスター4 は、〈金髪〉〈大きい〉で     

《逸脱》、クラスター5 は〈ピアス〉〈マスク〉〈肘〉   

〈長い〉〈爪〉〈人〉〈明るい〉〈髪〉で《不潔》とし    

た。（表２） 
  表１ 出現回数を 3回以上語

名詞 サ変名詞 形容動詞

髪の毛 9 
コンタク

ト 7 清潔 

まつ毛 8 看護 6 不潔 

カラー 7 化粧 4 形容詞 

ピアス 7 名詞 C  明るい 
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４．考察 

 

4.1. 看護学生と看護師との関係 

看護学生にとって看護師は敬意の対象であり、本研

究において清潔の観点から《清潔感》《不潔》について

は既習の学習に照らし合わせて、「適切ではないと感じ

た看護師のみだしなみ」ではないと考えていることが

分かった。明らかに不適切だと言える〈金髪〉につい

ては《逸脱》と感じているが、《見た目の印象》《怖い

》について対人関係の障壁になると感じていることが

分かった。 

このことは長谷部らの述べている「看護師のみだし

なみに関する患者の見解において、専門職としてのみ

だしなみと個人のおしゃれは同義ではない。香水や薬

品の臭い、口臭など臭いに関する項目やアクセサリー

に関する見解は厳しく、職業人として清潔感のあるみ

だしなみを求めている」[3] と同じである。 

また、荻は「化粧が「濃い・派手」と感じる看護師

の印象は、看護師、患者、家族ともに「話し掛けにく

い」「近づきにくい」「怖い」が、また「化粧が「薄い

・地味」と感じる看護師の印象は、「話しかけやすい」

「清潔」「安心・信頼できる」「優しそう」の割合が高

い」[4]と述べており、本研究で示された「適切ではな

いと感じた看護師のみだしなみ」と一致している。 

対人関係形成という視点において、先に述べたよう

に、個々の看護師が多様なみだしなみの基準をそれぞ

れに持っていることは、看護学生にとっても「適切で

はないと感じた看護師のみだしなみ」と感じ、ひいて

は受け手である患者あるいは利用者の情動に共感性を

有することへの障壁になることも懸念される。 

看護学生は、看護学実習において看護師に対して、

学生自身の辛く苦しい現状を乗り越えた先輩として、

また技術や知識の熟達者として役割モデルとして見て

いる。看護学生の目に映る看護師は憧れの対象である

と考える。そのことから、看護学生の看護師のみだし

なみについての評価は、看護を学んでいない人々より

も肯定的に評価されているのではないかと推測される

。 

このことは、荻らの「看護学科の学生と他学科の学

生で比較すると、看護学科の方が化粧を高く評価して

いることから、看護学生同志は同じ価値観を持ってお

り、他学科の学生にとっては評価の低い化粧でも、看

護学科にとってはそれほど悪い印象を受けない可能性

がある。また、臨床では看護の対象者は高齢者が多く

、現場の看護師には濃く感じずに好感の持てる化粧で

あっても、実際には患者の評価は低いかの性がある」

[5]と述べることと同じである。 

 

4.2. エビデンス構築の必要性とみだしなみ教育 

今回、みだしなみを検討する中で共同研究者間にお

いて、許容度はそれぞれの経験や価値観によって異な

っていた。しかしながら、清潔に関すること、即ち感

染予防に関する看護を行う上で重要とされる身体的事

項についての討議においては、ズレや不一致が殆どな

かった。本研究においてもこの点がまず示された。 

その理由として、清潔については、ナースキャップ

の是非や手洗い等の有効性が調査されていることや「

発表されている」「発表されていない」の如何を問わず

、病院内での調査で最近の有無を培養検査で調べるな

どの体験があり、エビデンスが認識されているからか

らであると考える。 

一方、メイクや髪の毛の色については心理社会的要

素が強く、価値観も経年変化しており、前述したとお

り、共同研究者間でも意見の不一致があった。 

本論文の「はじめに」で述べたように、看護師から

みた看護学生の茶髪許容度や一般市民からみた看護師

の茶髪許容度については、評価される側の看護師の許

容度は低下しているが、評価する側は年齢の高くなる

につれて茶髪に否定的であるという報告もあり[1] [2]
、心理社会的側面からのエビデンスを提示することで

「望ましいみだしなみ」「適切でなないと感じたみだし

なみ」を明確に自覚することができると考える。 

 
図２ 共起ネットワーク 
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しかしながら、看護学生の多くは学校から病院へと

社会人としての第一歩を踏み出すことになる。社会の

多様性に触れる期会が少ないままに、看護の専門職と

しての社会人生活をスタートさせる。また、他の同年

代の学生に比較して学修に費やす時間が多く、学生時

代の部活動やアルバイト等で得られる経験も少ない。

そのことから、看護以外のみだしなみの価値観に触れ

る期会が少ないのではないかと推測される。菊池は入

職早期の新卒看護師への看護師長のかかわりとして「

新卒看護師の心身の状態に気にかけて、社会人として

の常識をさとし、新しい生活習慣や人間関係などの適

応に気を配っていた。みだしなみは、社会人としての

マナーであると同時に、命に関わる仕事をしている看

護師が患者に与える印象として大切であると捉えてお

り《身だしなみの大切さをさとす》ようにしていた」

と述べており[6]、みだしなみについての教育的介入を

意識していることが分かる。しかし、なぜ必要である

のかの明確なエビデンスを見出すことは難しく、経験

という知を理論という共有可能な言語にして系統的に

記述し、説明するに至っていない。 
先ず、みだしなみについて、心理社会的なエビデン

スを示すことが第一の課題と考える。そして見出され

たエビデンスを示すことで、自己を教育する意識や自

己を管理する意識が発達するのではないかと考える。 
藤田らは「小学生の通学路に不安感を持っている保

護者がより子どもと安全について会話しており、リス

ク管理は将来の安全を高める行為であるがそれを駆動

させるのは不安や心配である」[7]と述べている。知っ

ていることによってリスク認知能力やリスクセンスが

高まることを述べているのだが、同様に、知ることに

よって「不適切なみだしなみ」について、気づく能力

が高まるとするならば、基礎教育の段階で看護学生に

社会を知る機会をつくるような教育的活動を検討する

必要があるのではないかと考える。また、継続教育に

おいてもエビデンスを明確に示し、グループ・ディス

カッション、ディベート、グループ・ワークなどによ

る課題解決型の能動的学修（アクティブ・ラーニング

）を取り入れて[8]、知識と経験を合致させて実践でき

る教育への模索が、今後の課題であると考える。 
 

４．おわりに 

 
本研究は、心理社会的観点から看護師の適切なみだ

しなみを検討するために「看護師に適切でないみだし

なみ」を明らかにすることを目的に実施したが、看護

学生からの「看護師に適切でないみだしなみ」につい

ては、研究者が予測していたよりも、否定的な意見が

少なく感じた。 
日々、臨床でまたは看護基礎教育の場で身だしなみ

について、感じ考えた意見をもとに本研究に取り組み

始めたが、看護学生に教授すべき内容や方法が精選さ

れていたのかということも考えなければならない。 

看護者にとって望ましいみだしなみとは何かを考え

てきたが、看護学生の立場というバイアスを基礎教育

の中で形成しているのであれば、社会における看護に

対する期待やイメージを前提に「みだしなみ」の研究

をさらに進める必要がある。 
 

 本稿は第 49 回日本看護学会－看護教育－で発表し

たものを加筆・修正した。 
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